

自立支援法の廃止と新しい障害者法を政府が自立支援法違憲訴訟団と約束した「基本合意」、政府機関が認めた「骨格提言」の2つは、これからの障害者福祉を考えるときの「座標軸」のようなものです。
　そこで、佐藤久夫さん（「骨格提言」を示した障がい者制度改革推進会

議福祉部会の座長、日本社会事業大学教授）、藤原精吾さん（「堀木訴訟」

主任弁護人、弁護士）、峰島厚さん（立命館大学教授）に、「骨格提言」
と「基本合意」の内容を語っていただき、とびっきりの障害者法をデザイン

していただきます。
司会者は池添素（障害者自立支援法に異議あり！応益負担反対実行委員会事務局長）。
どなたでも自由ご参加していただけます。（参加費無料です）お待ちしております。
●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●●○●○●○●○●○●○●○
日　時　２０１２年９月16日（日）
13：30～16:45（途中15分の休憩あり）
場　所　キャンパスプラザ４階第４講義室（ＪＲ京都駅西）
●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●
主催・お問合せ　075-465-4310
（京障連／障害者自立支援法に異議あり！応益負担反対実行委員会事務局）　
日本弁護士連合会人権部人権第一課行き





御所属　　　　　　　　　　　　　　　御名前　　　　　　　　　　　　





御連絡先（ＴＥＬ・ＦＡＸ）　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　





≪シンポジウム≫


『骨格提言』から1年


権利守れる障害者法を！





















































福祉法制定を期待して～












